
高齢者の結核対策について 

○80歳以上の高齢者は、国内の結核新規登録患者の40%を占め、罹患率が60を越えている。 

○自治体で実施されている65歳以上の住民に対する定期健診における被発見率は低い。 
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結核患者の年齢別割合（平成28年） 年齢別結核罹患率（平成28年） 

80歳以上の高齢者に対する健診を強化することが必要 
（定期健診、高齢者施設利用者に対する健診、接触者健診） 

N=17,625人 

年齢 罹患率 

80歳以上 67.4 

60～79歳 17.4 

0～59歳 6.0 
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